
平成2９年７月２２日 

都心・三宮の再整備 

神戸は、人の中にある。  

           神戸市 住宅都市局 計画部 都心三宮再整備課  
                              都心交通係長 杉本 保男 
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都心の『未来の姿』 
（将来ビジョン） 

三宮周辺地区の 
『再整備基本構想』 
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神戸の都心の未来の姿［将来ビジョン］ 
 三宮周辺地区の『再整備基本構想』 



基本的な方針と施策体系の整理 
基本的な方針 

「人と公共交通」が中心の交通環境の実現 
まちなかの自動車交通をできる限り公共交通等の利用に転換し、 

誰もが安全安心に歩くことができるまちづくりを目指します。 

公共交通など 
多様な交通手段の確保 
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 都心・ウォーターフロント地域における人の移動実態を把握し、さらなる回遊を促す
歩行環境を形成するにあたっての基礎データとする   

被験者（ユーザー）の移動時においてＧＰＳ端末等計測機器を携帯してもらい、位置・時
刻情報を取得 

●調査目的 

・どのような経路でまちなかを移動しているか 
・どれくらいの時間が移動や滞在等に使われ
ているか  等を調査                     
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●モニター 

 ３９名 

●調査内容 

①GPS機器による移動時のGPS測位地点の記録 

②アンケートによる移動時の目的、手段、経路選択理由等の意識調査 

三宮 

元町 

神戸 

プローブパーソン調査の概要 
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500m 

1000m 

500m 

1000m 

500m 

1000m 

●三宮駅 

●神戸駅 

●元町駅 

●三宮駅からは、フラワーロード沿線と三
宮センター街方面に分かれ、多くは500m以
内と狭い範囲の回遊がみられる。 
 

●元町駅からは、三宮センター街や元町商
店街への指向性がみられる。 
 

●神戸駅からは、ハーバーランドや元町商
店街の方向へ集中している。 

調査結果による歩行実態の現況及び課題の把握 

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド 

元町駅 

元町駅 

三宮駅 

三宮駅 

元町駅 

神戸駅 

ハーバーランド 

メリケンパーク 
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・現状の主な歩行ルートから課題を整理し、回遊性を向上するために有効性の高い歩行者ネットワークの設定や
具体的な施策を実施する位置を検討する。 

※現状の歩行ルート：歩行者の断面交通量、プローブパーソン調査結果  
          から各鉄道駅から目的地までの歩行ルートを設定 

●現状の主な歩行ルート 

国道2号を跨いだ南側
への移動が少ない 

ＨＡＴ神戸方面に 
回遊しやすい動線がない 

旧居留地での 
面的な回遊が少ない 

ウォーターフロント方面への 
人の回遊がない 

元町商店街から 
ハーバーランド方面への
人の回遊がない 

さらなる回遊を生み出すため、現状
の歩行ルートに加え、 
面的な歩行者ネットワークが必要 

メリケンロード付近で 
三宮駅、神戸駅からの回遊が分断 

：現状の歩行ルート 

：回遊性を向上させるために 
 必要なルート 

目的地までの 
平均歩行距離 

三宮周辺の回遊 ４００ｍ 

施策検討に向けて 



都心内はAＰ機器の設置数が多
くWi-Fiスポット化されている 
約1,400箇所設置済み 

携帯電話より 
接続AP情報や携帯電話
の識別情報を取得 

収集したビッグデータを分析 

・約5ヶ月間においてユニークユーザー（約46万人）の動向分析 
・様々な場面における人流の変化を把握が可能 
（路線別、時間帯別、エリア別、滞在人数、平日休日、天候変化など） 
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■携帯電話の識別情報 

都心内におけるWi-Fiデータを活用した 
歩行者流動分析（業務の流れ） 



8   アクセスログデータ分析結果（歩行者通行量） 

AP機器の不足によるデータ未取得 

都心内におけるWi-Fiデータを活用した歩行者流
動分析（分析結果：歩行者通行量） 
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在住者 来街者 

都心内のエリア内の滞留人口 
（在住者） 

都心内のエリア内の滞留人口 
（来街者） 

都心内におけるWi-Fiデータを活用した歩行者流
動分析（分析結果：歩行者属性把握（滞留時間及び滞在人口）） 
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 ・様々な場面における人流の変化を把握が可能 
（路線別、時間帯別、エリア別、滞在人数、平日休日、天候変化など） 

 

・交通特性情報 
・空間属性情報 
・時間属性情報 

 ・歩行者属性情報 

 ・歩行者動線の強化路線の抽出 
・休憩施設や待合い施設などの滞留空間の創出箇所の選定 

 ・都心内の主要道路の歩行者交通量 
・三宮駅周辺のデッキと地下通路の交通量 
・都心内観光地等の滞留場所及び滞留時間 

 

都心内におけるWi-Fiデータを活用した歩行者流
動分析（本研究の成果） 
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空き公共用地 

福祉センター 
の適地 

保育所の適地 

図書館 

の適地 

仕事を持つ子育て中 
30歳代女性の行動エリア 

70歳以上の単身高齢者の行動エリア 

多世代が集まりや
すいエリア 

＜従来＞ ＜スマート・プランニング
＞ 

人口分布や施設立地状況などのデータに
よる「静的な分析」に基づき施設立地を検
討 

個人単位の移動を把握できるビッグデータ
による「動的な分析」に基づき施設立地を
検討 

高齢者人口が多く、施設
が不足しているメッシュ 

国土交通省都市局では、個人単位の行動データをもとに，人の動きを
シミュレーションし，施策実施の効果を予測した上で，施設配置や空間
形成、交通施策を検討する計画手法「スマート・プランニング」を開発 

スマートプランニング 

神戸市がモデル都市として選定され、国、東京大学と連携して取組みを開始 
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三宮駅周辺の歩行者ネットワーク図 

地下鉄西神・山手線三宮駅  

阪急神戸三宮駅 

J R三ノ宮駅  

ポート－ライナー  
三宮駅 

阪神神戸三宮駅 

地下鉄海岸線三宮・花時計前駅 

・６つの駅と三宮クロススクエアを１つの
駅と捉えて「えき≈まち空間」を整備 
 

・「えき≈まち」空間の整備効果をスマー
トプランニングで検証 
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GPS & Wi-Fi 

説明変数 パラメータ t値 

経路長 - 0.29 - 1.07 

エレベータ - 3.65 - 2.38* 

上り階段 - 2.22 - 55.11* 

下り階段 -16.25 - 1.07 

分断要素 13.00 1.90* 

商店街 - 3.46 - 0.21 

街路樹 - 8.79 - 1.39 

・ＧＰＳデータ、Wi-Fiデータを使用して、3次元空間ネットワーク上の 
 経路選択モデルのパラメータ推定を行い、建築物内を含めた垂直 
 方向の経路選択行動に対する感度を評価した。 

幹線道路 

・駅から街へ出る時、垂直方向の移動より分断要素の横断の方が 
 まだ良いという行動原理である可能性がわかった。 

地下通路 
まちへ 
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現在の研究状況 



平成28年 未来都市創造に関する特別委員会
（H28.8.8） 
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新たな再開発 
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都心の公共空間活用に向けた取り組み 
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歩道空間を拡張し、ベンチや植栽を設置 
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KOBEパークレットなどの賑わい空間の整備 
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１）施策の比較検討を行い整備の優先順位 
  を決定 
 
 
２）施策のビジュアル化により、市民や事  
  業者等へのわかりやすい説明 

今後の展開 



ご清聴ありがとうございました。 
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神戸は、人の中にある。  

8 
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